
          

 

社会資本ストックの管理運営技術の開発 

社会資本ストックの課題 
施設の劣化や陳腐化等による
更新需要の集中 
→廃棄物の大量発生 ! 

財政の圧迫 ! 

橋   梁 

維持管理システムの課題 
財政の制約では個々の施設を
対象とした維持管理の総和に
よる社会資本ストック全体の
最適化の実現は困難 

建 築 物 

別の用途で使用可能か、必要な機能
が確保できるか等を判断する技術
が無いため解体・更新されてきた。
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建築物着工延床面積
（実績）の推移

建築解体廃棄物の
発生量の将来推計

高度成長期に建設の鉄筋コンクリート造等
建築物の不良資産化！！

出典：建築統計年報
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高度成長期に建設の鉄筋コンクリート造等
建築物の不良資産化！！

出典：建築統計年報

 

最終処分量に占める 
建設廃棄物の割合 

不法投棄量に占める 
建設廃棄物の割合 

建築解体材の 
リサイクル率 87％ 

 
44％ 

 42％ 
 

倉庫→解体・更新 

疲労損傷 2 

疲労損傷 1 

通行不能！ 

・劣化・陳腐化による機能の喪失、

・大量の更新需要の集中的発生 
 

戦略的な社会資本ストックの管理運営 

  診断技術 

診断技術により得られた、デ
ータをもとに施設の現状を定
量的に評価する技術 

超音波探傷技術 

環境影響、所要投資、サービス水準を含
めた総合的観点から、個別施設の管理・
延命・転用方針の立案・評価技術を開発 

本プロジェクトによる技術開発と効果 

 

デイケアセンター 

ニーズに応じた転用 

小学校 
（改修による情報化教育への対応） 

サスティナブルな道路
ネットワーク、ライフ
ラインの確保 

小学校 

社会ニーズに対応した
公共建築物の転用 

戦略的ストックマネジメント
により、環境負荷の低減、資
金の効率的配分、サービスの
最大化を実現する計画を立案 

適切なマネジメント単

位（例） 

地域単位における戦略的ストックマネジメント 

全体計画に基づく地域単位のストックマネジメント  

環境影響、所要投資、サービス水準を予
測・評価し、設定したマネジメント単位
全体の管理運営を最適化する技術を開発 

延命技術 

必要な機能を必要な期間確保
できる技術の開発を促進する
定量的な評価技術 

注入工法 

外壁劣化 
修復技術 

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 
吹付塗装 

転用技術 

建築物 

高精度かつリアルタイム
な診断により施設の現状
を定量的に評価する技術

診断技術 

B A T T

電気防食による
コンクリート・鋼
構 造 物 の 延 命 技
術

B A T TB A T TB A T T

電気防食による
コンクリート・鋼
構 造 物 の 延 命 技
術

延命技術 

機能の確保技術 

構造劣化 
修復技術 

モニタリング 
技術 

社会資本ストックの診断・延命・転用技術及び評価技術の開発 

施設の現状や
各種技術の効
果を定量的に
評価する技術
を開発 

②活用期間に適し
た延命技術の開
発を促進 

①施設診断結果か
ら劣化状況を定
量的に把握 

個別施設の維持管理計画技術の開発 

戦略的ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの開発 
施設　ｎ 便益 費用 環境負荷 ・・・ 総合評価

計画　Ａ ○ △ ○ ・・・ ◎

計画　B △ △ ◎ ○

現状と対策のない場合の将来 

サスティナブル型の社会資本ストックの蓄積 
及び循環型社会の形成 

・環境及び財政の制約下で社会資本ストックの機能維持や有効活
用と延命化を実現。 

・維持管理、更新の集中を平準化することで環境負荷の低減（廃
棄物のリデュース）、安定的財政運営を実現。 

転用技術 

転用の可能性・効果
等を定量的に評価
し、比較・選択を可
能とする技術 

25t  
 

橋梁ﾈｯﾄﾜｰｸによる管理ﾚﾍﾞﾙ設定  
 

要求に応じた延命 

廃棄物発生の縮減 

施設　３ 便益 費用 環境負荷 ・・・ 総合評価

計画　Ａ △ ◎ △ ・・・ ×

計画　B ◎ △ × ・・・ △

計画　C × △ ◎ ・・・ △

計画　D ○ ○ △ ○

施設　２ 便益 費用 環境負荷 ・・・ 総合評価

計画　Ａ ○ ○ △ ○

計画　B × △ ◎ △

計画　C ◎ △ ○ ◎
施設　１ 便益 費用 環境負荷 ・・・ 総合評価

計画　Ａ ◎ △ × ・・・ △

計画　B ○ ○ △ ・・・ ◎

計画　C △ × ◎ ・・・ ○

計画　D × △ ◎ ・・・ △

費用

年数

費用

年数

財政負担の平準化 

 

目標 

D:転用 

A:維持 

B:転用+維持 

C:補修+維持 

機能的耐用年数 
当初 

転用用途 
要求下限値  

性能値 

経年 

転用用途 
要求下限値

当初用途 
要求下限値

当初要求値  

施設　１ 便益 費用 環境負荷 ・・・ 総合評価

計画　Ａ ◎ △ × ・・・ △

計画　B ○ ○ △ ・・・ ◎

計画　C △ × ◎ ・・・ ○

計画　D × △ ◎ ・・・ △

維持管理が不十分な場合、膨大な
ストックが更新を必要とする。 

用途制限による
継続使用 

新道 旧道 

25t  
 

転用の可能性・効果
等を定量的に評価
し、比較・選択を可
能とする技術 

土木研究所の調査による

事務所 倉庫 
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個別の技術の効果等を定
量的に評価し、比較・選
択を可能とする技術 


